
　

日

本

生

産

性

本

部

は

３

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

３

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

人

的

資

本

の

情

報

開

示

と

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

～

国

内

外

の

最

新

動

向

」

を

テ

ー

マ

に

保

坂

駿

介

・

Ｈ

Ｃ

プ

ロ

デ

ュ

ー

ス

代

表

取

締

役

が

講

演

し

た

。

　

保

坂

氏

は

、

人

的

資

本

の

情

報

開

示

が

企

業

に

求

め

ら

れ

て

い

る

背

景

と

し

て

、

投

資

家

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

、

付

加

価

値

を

生

み

出

す

人

材

の

採

用

や

育

成

に

注

目

し

始

め

て

い

る

こ

と

や

、

米

国

証

券

取

引

委

員

会

（

Ｓ

Ｅ

Ｃ

）

が

２

０

２

０

年

８

月

に

、

人

的

資

本

に

関

す

る

重

要

な

情

報

の

開

示

を

義

務

化

し

た

こ

と

、

日

本

国

内

で

も

２

０

２

１

年

６

月

に

コ

ー

ポ

レ

ー

ト

ガ

バ

ナ

ン

ス

・

コ

ー

ド

が

改

定

さ

れ

、

人

的

資

本

の

開

示

が

実

質

義

務

化

さ

れ

た

こ

と

、

各

省

庁

で

も

「

『

人

的

資

本

可

視

化

指

針

』

の

公

表

」

「

有

価

証

券

報

告

書

で

の

非

財

務

情

報

の

開

示

」

「

女

性

活

躍

推

進

法

の

改

正

に

よ

る

『

男

女

の

賃

金

の

差

異

』

の

公

表

義

務

化

」

「

育

児

・

介

護

休

業

法

の

改

正

に

よ

る

育

児

休

業

等

の

取

得

割

合

の

公

表

義

務

化

」

と

い

っ

た

人

的

資

本

情

報

開

示

に

関

す

る

動

き

が

見

ら

れ

る

こ

と

な

ど

を

挙

げ

た

。

　

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

は

、

国

際

標

準

化

機

構

（

Ｉ

Ｓ

Ｏ

）

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

シ

ス

テ

ム

規

格

の

一

つ

。

�

項

目

（

倫

理

と

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

、

コ

ス

ト

、

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

、

組

織

風

土

、

健

康

・

安

全

・

幸

福

、

生

産

性

、

採

用

・

異

動

・

離

職

、

ス

キ

ル

と

能

力

、

後

継

者

計

画

、

労

働

力

）

と

�

指

標

に

よ

っ

て

構

成

さ

れ

、

人

的

資

本

を

網

羅

的

・

体

系

的

に

示

す

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

と

な

っ

て

い

る

。

　

日

本

人

第

１

号

の

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

で

あ

る

保

坂

氏

は

、

「

経

営

者

は

人

的

資

本

に

適

切

な

投

資

が

で

き

て

い

る

か

を

測

る

〝

も

の

さ

し

〟

を

得

ら

れ

る

。

人

事

部

は

様

々

な

指

標

を

定

量

化

、

見

え

る

化

で

き

、

人

事

政

策

の

改

善

に

つ

な

げ

ら

れ

る

。

人

事

の

、

経

営

に

対

す

る

貢

献

度

合

い

も

見

や

す

く

な

る

。

従

業

員

は

よ

り

よ

い

待

遇

や

職

場

環

境

を

期

待

で

き

る

。

採

用

強

化

を

図

る

非

上

場

企

業

や

中

小

企

業

に

も

関

心

を

持

た

れ

て

い

る

」

と

、

企

業

が

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

を

活

用

す

る

メ

リ

ッ

ト

は

多

岐

に

わ

た

る

と

強

調

し

た

。

　

人

的

資

本

の

情

報

開

示

を

め

ぐ

る

国

内

外

の

動

向

で

は

、

ド

イ

ツ

銀

行

の

子

会

社

が

２

０

２

１

年

１

月

に

世

界

初

の

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

認

証

取

得

企

業

に

な

る

な

ど

、

ド

イ

ツ

企

業

が

先

行

し

て

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

の

認

証

取

得

を

始

め

て

い

る

こ

と

や

、

Ｓ

Ｅ

Ｃ

ル

ー

ル

の

発

動

後

、

ア

メ

リ

カ

の

上

場

企

業

も

人

的

資

本

の

情

報

開

示

を

拡

大

し

始

め

て

い

る

こ

と

、

国

内

で

も

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

の

導

入

や

認

証

取

得

を

目

指

す

企

業

が

増

え

て

お

り

、

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

が

実

施

可

能

な

、

Ｈ

Ｃ

プ

ロ

デ

ュ

ー

ス

の

公

式

パ

ー

ト

ナ

ー

企

業

（

日

本

生

産

性

本

部

を

含

む

）

も

増

え

て

い

る

こ

と

な

ど

に

ふ

れ

た

。

　

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

を

導

入

す

る

際

の

日

本

企

業

の

課

題

に

つ

い

て

は

、

「

日

本

企

業

は

欧

米

と

は

労

働

慣

行

が

異

な

る

。

例

え

ば

、

�

指

標

の

中

に

は

『

採

用

に

か

か

る

平

均

日

数

』

が

あ

る

が

、

新

卒

一

括

採

用

が

中

心

の

日

本

で

は

就

職

活

動

の

解

禁

日

か

ら

内

定

日

ま

で

の

日

数

は

各

社

と

も

同

じ

よ

う

な

日

数

に

な

っ

て

し

ま

い

、

企

業

ご

と

に

実

態

に

合

わ

せ

て

変

え

て

い

か

な

い

と

、

意

味

の

あ

る

デ

ー

タ

が

と

れ

な

い

。

そ

の

ま

ま

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

の

計

算

式

を

導

入

す

る

こ

と

の

難

し

さ

が

あ

る

」

こ

と

や

、

従

業

員

満

足

度

な

ど

の

社

内

サ

ー

ベ

イ

の

仕

組

み

を

持

っ

て

い

な

い

会

社

、

『

重

要

ポ

ス

ト

』

を

定

義

し

て

い

な

い

会

社

、

『

後

継

者

計

画

』

の

な

い

会

社

な

ど

、

そ

も

そ

も

の

仕

組

み

を

持

っ

て

い

な

い

会

社

は

指

標

の

数

値

が

取

れ

な

い

こ

と

な

ど

を

指

摘

し

た

。

　

た

だ

、

「

『

重

要

ポ

ス

ト

』

や

『

後

継

者

計

画

』

は

暗

黙

知

と

し

て

持

っ

て

い

る

会

社

は

多

い

。

そ

れ

ら

を

定

義

す

る

こ

と

は

暗

黙

知

を

形

式

知

化

す

る

こ

と

で

あ

り

、

日

本

企

業

は

や

ろ

う

と

思

え

ば

で

き

る

が

、

そ

れ

を

社

内

外

に

開

示

す

る

か

ど

う

か

は

別

問

題

で

あ

り

、

人

事

や

経

営

に

お

い

て

だ

け

定

義

し

共

有

し

て

、

人

材

を

育

成

、

選

抜

し

て

い

く

と

い

う

取

り

組

み

も

考

え

ら

れ

る

」

と

説

明

し

た

。

　

最

後

に

保

坂

氏

は

、

「

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

は

認

証

取

得

自

体

を

目

的

と

し

な

く

て

も

、

改

善

ツ

ー

ル

と

し

て

の

利

用

価

値

も

高

い

。

例

え

ば

、

『

離

職

が

増

え

て

い

る

』

と

い

っ

た

抽

象

的

な

議

論

で

は

な

く

、

離

職

に

関

し

て

ど

れ

だ

け

の

コ

ス

ト

が

か

か

っ

て

い

る

か

を

Ｉ

Ｓ

Ｏ

３

０

４

１

４

の

考

え

方

を

使

っ

て

計

測

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

人

事

施

策

の

改

善

の

き

っ

か

け

づ

く

り

に

な

る

。

各

社

の

人

的

資

本

の

取

り

組

み

は

い

ろ

い

ろ

あ

る

と

思

う

。

日

本

企

業

の

独

自

の

取

り

組

み

を

積

極

的

に

対

外

的

に

発

信

す

る

機

会

に

も

な

る

」

と

述

べ

た

。

　

今

期

の

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

は

、

「

人

的

資

本

経

営

が

も

た

ら

す

パ

ラ

ダ

イ

ム

シ

フ

ト

～

企

業

価

値

向

上

と

リ

ス

ク

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

両

立

へ

」

を

統

一

テ

ー

マ

に

７

月

ま

で

開

催

し

て

い

る

。

問

い

合

わ

せ

は

同

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

３

１

ま

で

。


